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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，歯周病の脳卒中発症リスクを，前向きコホートにより検証することである
．岩手県花巻市大迫町に在住の55歳以上の地域住民に対し，脳心血管病危険因子の調査および歯科検診を実施し，その
後の脳卒中発症を追跡調査した。532名に対する平均2.9年の観察の結果，新規の脳卒中は8名に認められた。脳卒中の
内訳は脳梗塞4名、脳出血2名、くも膜下出血1名、その他1名であった。脳卒中発症者は非発症者と比較して歯周病が重
症傾向であった．しかしながら，本研究のコホートサイズ，観察期間では，脳卒中発症数が少なく，歯周病と脳卒中発
症との関連を明らかにするのに十分な統計学的パワーを得ることができなかった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this cohort study was to examine the association between periodonta
l disease and stroke. The study cohort comprised 532 individuals without a history of stroke aged 55 years
 old or over residing in Ohasama, rural community in northern Japan. Subjects underwent examination into c
erebrovascular risk factor and periodontal disease in the baseline survey, and we conducted follow-up surv
ey of the onset of first stroke after baseline survey.  
During 2.9 years (median) of follow-up, 8 strokes occurred, including 4 cerebral infarction, 2 cerebral he
morrhages, 1 subarachnoid hemorrhage and 1 other stroke. 
Compared to subjects who did not suffer stroke, those who did were more likely to have severe periodontal 
disease. 
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１．研究開始当初の背景 
降圧療法の進歩や公衆衛生の改善によ

り，本邦の出血性の脳卒中による死亡率
は低下した．しかしながらその有病率，
とりわけ脳梗塞の有病率は低下を見せて
おらず，脳血管疾患は要介護の最大の原
因となっている．こうした現状は，高血
圧，高脂血症，糖尿病，肥満，喫煙など
従来の主要な危険因子のコントロールの
みでは脳血管疾患予防が不十分であるこ
とを示唆しており，2000 年のアメリカ心
臓学会（AHA）では，更なるリスクファ
クターの検索の必要性が指摘された． 
現在，そのようなリスクファクターの

一つとして歯周病が注目されており，こ
れまで横断研究，症例対象研究，コホー
ト研究により歯周病と脳卒中との関連が
示されている． 
しかしながらこれらの研究のほとんど

は欧米諸国によるものであり，日本人を
対象とした疫学研究はほとんどみられな
い．また，長期のコホート研究であって
も歯周病や脳卒中発症に関する情報が客
観性に乏しい手法（聞き取りなど）で調
査されていたり，交絡因子の調査が不十
分であるなどの問題を抱えている．した
がって，歯周病の脳卒中発症リスクに関
しては長期縦断研究による更なる検討が
必要である． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，歯周病の脳卒中発症
リスクを，地域一般住民を対象とした前
向きコホートにより明らかにすることで
ある。 
 
３．研究の方法 
 岩手県花巻市大迫町に居住する 55 歳
以上の地域一般住民を対象に，2005 年か
ら毎年ベースライン調査として家庭血圧
測定，脳心血管病危険因子の調査および
歯科検診を実施し，ベースライン調査後
の脳卒中発症と病型を 2010 年 11 月 30
日まで追跡調査した． 
ベースライン調査では循環器疾患の検

査として，家庭血圧測定，頭部 MRI 撮影，
頸動脈超音波検査，上腕‐足首間脈派伝
播速度測定，血液生化学データ測定およ
び危険因子（BMI，喫煙，飲酒等）につ
いて調査した． 
歯科検診では，健全歯，う蝕歯，修復

歯，欠損歯などの診査，歯周ポケットと
アタッチメントロスを測定する歯周組織
検査およびパノラマエックス線撮影を実
施した．さらに口腔関連 QOL，口腔清掃
習慣，歯科受診行動に関するアンケート
調査を実施した．検診後は，検査結果を
循環器内科専門医が総合評価し，対象者
個別に生活習慣についての指導を行い，
必要に応じて専門医療機関への受診を勧

めた．歯科検診においても歯科医師によ
る口腔内診査で要治療と判断された場合
には，口頭と文書の両方で説明し，歯科
医療機関への受診を促した．また，顎骨
病変や腫瘍など重篤な疾患が疑われる場
合には，専門医療機関に紹介するととも
に情報提供を行うこととした． 
 
４．研究成果 
 初回のベースライン調査から追跡終了
日（2010 年 11 月 30 日）までのコホー
トへのエントリーは 599 名，そのうち脳
卒中既往者および予後不明の者を除外し
た 532 名を対象とした．追跡期間中の脳
卒中発症は，岩手県脳卒中登録システム，
死亡診断書，健康保険レセプト，各世帯
に送付された質問表の回答から確認する
とともに，カルテ調査により発症状況，
病型を把握した． 
対象者のベースライン調査時の平均年

齢は 67.9 歳，男性は 32.1％，平均観察
期間は 2.9 年（四分位区間：1.9-4.0 年）
であった．追跡調査の結果，新規の脳卒
中は 8 名（1.5%）のみに認められ，平均
年齢が 72.1 歳，5 名が男性だった．脳卒
中の内訳は脳梗塞 4 名，脳出血 2 名，く
も膜下出血 1 名，その他 1 名であった． 
 脳卒中非発症者のベースライン調査時
の口腔内の平均歯周ポケット長の全体平
均および平均アタッチメントロスの全体
平均はそれぞれ 2.65 ㎜と 3.31 ㎜であっ
たのに対し，脳卒中発症者ではそれぞれ
2.92 ㎜と 3.86 ㎜であり，脳卒中発症者
の方が歯周病は重症傾向であった．しか
しながら本研究のコホートサイズ，観察
期間では，脳卒中発症数が少なく，歯周
病と脳卒中発症との関連を明らかにする
のに十分な統計学的パワーを得ることが
できなかった． 
他方，オープンコホートの方式を設け

る本研究では，平成 23 年度に 125 名，
24 年度に 118 名，25 年度に 105 名のベ
ースライン調査を実施し，新たに 348 名
のコホート拡大を行った．  
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